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市
町
村
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村
合
併�
市
町
村
合
併

市
町
村
合
併�

に
つ
い
て
考
え
る
⑤�

　
9
月
18
日
か
ら
10
月
3
日
に
か
け
て
、
町

内
7
会
場
で
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
約
2
0
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
�

　
今
年
は
、
本
誌
6
月
号
よ
り
シ
リ
ー
ズ
で

取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
「
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
在
の
中
井

町
、
将
来
の
中
井
町
に
つ
い
て
、
参
加
者
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

��◎
今
の
状
況
で
、
な
ぜ
市
町
村
合
併
が
必
要

　
な
の
か
。
�

◎
合
併
は
、
中
核
市
相
当
の
人
口
30
万
人
規

　
模
が
理
想
で
あ
る
と
す
る
根
拠
が
不
明
瞭

　
で
あ
る
。
�

◎
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

　
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
�

�
��　

中
井
町
は
、
財
政
基
盤
が
安
定
し
て
お

り
、単
独
で
も
大
丈
夫
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
す
が
、
今
後
、
高
齢
化
が
進
み
生
産

年
齢
人
口
（
１５
歳
〜
６４
歳
）
が
減
少
し
て

い
く
中
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
極
め

て
難
し
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
事
務
が
増
加
し
て
く
る
と

い
う
地
方
分
権
時
代
に
対
応
し
、
安
定
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
は
、
中
核
市
相
当
の
人
口
３０
万
人
規
模

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

���◎
合
併
の
要
因
の
一
つ
に
人
口
減
少
が
挙
げ

　
ら
れ
る
が
、
人
口
増
加
策
を
推
進
し
て
い

　
く
方
法
は
な
い
の
か
。
�

◎
中
井
町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
町
の
良

　
さ
を
生
か
し
、
中
井
町
ら
し
い
ま
ち
づ
く

　
り
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
�

◎
市
町
村
合
併
し
た
他
の
市
町
村
か
ら
、
合

　
併
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
話
が
聞
こ
え
て

　
こ
な
い
。
�

◎
不
便
は
感
じ
て
い
な
い
が
、
合
併
せ
ず
に

　
単
独
で
い
っ
た
場
合
、
日
常
生
活
に
不
便

　
が
生
じ
て
く
る
の
か
。
�

�
���

人
口
増
加
策
と
し
て
、
若
い
世
代
に
住

ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
小

児
医
療
費
の
助
成
を
小
学
校
6
年
生
ま
で

拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
掲
げ
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
、
中
井
の
良
さ
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
�

�
ま
た
、
日
常
生
活
に
密
接
な
ご
み
処
理

や
消
防
等
に
つ
い
て
は
、
広
域
行
政
の
中

で
一
部
事
務
組
合
を
設
け
て
共
同
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
仮
に
単
独
と
な
っ
た
場
合

で
も
、
他
市
町
へ
の
委
託
等
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
不
便
は
生
じ
ま
せ
ん
。
�

���◎
民
間
ベ
ー
ス
で
の
議
論
も
活
発
化
さ
れ
、

　
行
政
で
も
県
西
地
域
合
併
検
討
会
で
検
討

　
を
進
め
て
い
る
が
、
住
民
の
意
向
を
把
握

　
し
、
早
期
に
県
西
圏
域
で
の
合
併
検
討
の

　
必
要
性
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

　
な
い
か
。
�

◎
県
西
圏
域
以
外
の
圏
域
で
の
合
併
の
検
討

　
が
進
ん
で
い
な
い
。
市
町
村
合
併
は
、
県

　
西
圏
域
で
決
定
し
て
し
ま
う
の
か
。
�

◎
行
政
圏
も
大
切
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
子
や

　
孫
の
現
状
の
生
活
を
考
慮
し
て
考
え
て
も

　
ら
い
た
い
。
�

※
県
西
圏
域
‥
小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、
足

　
　
　
　
　
　
柄
上
郡
５
町
、
足
柄
下
郡
３

　
　
　
　
　
　
町
の
２
市
８
町
及
び
そ
の
周

　
　
　
　
　
　
辺
地
域
�

�
�

�　
県
西
地
域
合
併
検
討
会
で
は
、
2
市
8

町
の
行
政
圏
の
枠
組
み
の
中
で
合
併
し
た

場
合
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
・

将
来
像
等
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

県
西
圏
域
で
の
合
併
に
つ
い
て
、
早
急
に

方
向
性
を
出
す
の
で
は
な
く
、
合
併
の
必

要
性
、
ま
た
、
県
西
圏
域
以
外
の
枠
組
み

も
視
野
に
入
れ
た
中
で
十
分
議
論
を
重
ね
、

選
択
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
�

地
域
懇
談
会

地
域
懇
談
会
を
開
催
開
催
�

地
域
懇
談
会
を
開
催
�

地
域
懇
談
会
を
開
催
�

地
域
懇
談
会
を
開
催
�
市
町
村
合
併
に
関
す
る
意
見
�

単
独
町
政
へ
の
意
見
�

県
西
圏
域
に
関
す
る
意
見
�
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���◎
湘
南
西
圏
域
で
の
合
併
の
検
討
が
進
ん
で

　
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
実
的
に
こ

　
の
圏
域
で
の
合
併
は
あ
り
得
る
の
か
。
�

◎
町
民
の
生
活
圏
か
ら
考
え
て
、
秦
野
市
・

　
二
宮
町
と
の
一
つ
の
行
政
圏
に
な
っ
た
方

　
が
よ
い
。
�

◎
秦
野
市
・
二
宮
町
と
広
域
行
政
推
進
協
議

　
会
を
設
置
し
て
い
る
が
、
検
討
項
目
に
合

　
併
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
�

◎
県
西
圏
域
に
後
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
に
、

　
早
く
秦
野
市
・
二
宮
町
と
の
合
併
検
討
組

　
織
を
作
る
べ
き
だ
。
�

※
湘
南
西
圏
域
‥
平
塚
市
、
秦
野
市
、
伊
勢

　
　
　
　
　
　
　
原
市
、
大
磯
町
、
二
宮
町
、

　
　
　
　
　
　
　
中
井
町
の
３
市
３
町
及
び

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
周
辺
地
域
�

��
�　

町
と
し
て
も
、
中
井
町
に
お
け
る
行
政

圏
と
日
常
生
活
圏
の
相
違
は
十
分
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
秦
野
市
・
二
宮

町
と
は
、
町
民
の
生
活
圏
・
経
済
圏
を
重

視
し
て
、
バ
ス
交
通
な
ど
の
公
共
交
通
に

着
目
し
、
そ
の
利
便
性
の
向
上
等
を
図
る

た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

合
併
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
機
会
を
設
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

����◎
地
域
懇
談
会
に
は
限
ら
れ
た
人
し
か
参
加

　
し
て
お
ら
ず
、
若
い
世
代
や
女
性
な
ど
に

　
参
加
し
て
も
ら
い
多
く
の
意
見
を
聞
い
て

　
ほ
し
い
。
�

◎
県
西
地
域
合
併
検
討
会
で
の
資
料
ば
か
り

　
で
な
く
、
湘
南
西
圏
域
あ
る
い
は
秦
野
市
・

　
二
宮
町
で
の
検
討
資
料
を
提
示
し
て
ほ
し
い
。
�

◎
町
民
は
、
合
併
に
関
す
る
情
報
が
非
常
に

　
少
な
く
、
情
報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が

　
大
事
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
判
断

　
材
料
と
し
て
提
示
し
て
ほ
し
い
。
�

��
�

�　
県
西
地
域
合
併
検
討
会
で
は
、
平
成
２１

年
度
末
ま
で
に
市
町
村
合
併
の
方
向
性
を

明
示
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
事

務
事
業
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２０
年
度
中
期
以
降
に
、
住
民
意
向
把

握
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
広
報
等
を

通
じ
て
情
報
提
供
を
し
、
色
々
な
意
見
を

町
民
か
ら
い
た
だ
き
、
総
合
的
に
判
断
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
地
域
懇
談
会
の
開
催
方
法
に
つ

い
て
も
、
幅
広
い
方
々
の
意
見
が
聞
け
る

よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
�

　
今
回
の
地
域
懇
談
会
は
、
合
併
を
前
提
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、
市
町
村
合
併
と
い
う

も
の
を
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
と
い
う

趣
旨
で
開
催
し
ま
し
た
。
�

�
町
は
、
皆
さ
ん
と
膝
を
交
え
た
行
政
が
こ

れ
か
ら
も
で
き
る
な
ら
そ
れ
が
一
番
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
方
分
権
が

進
み
、
市
町
村
事
務
が
増
加
し
て
く
る
中
で
、

現
在
の
職
員
数
で
は
、
安
定
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
た
今
後
、
さ
ら
な
る
少
子
高
齢

化
時
代
を
迎
え
る
と
な
る
と
、
や
は
り
市
町

村
合
併
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
�

�
市
町
村
合
併
の
方
向
性
を
定
め
る
た
め
に

は
、
何
回
と
な
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
、
最
終
的
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
提

供
し
、
正
し
い
判
断
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

　
県
西
地
域
合
併
検
討
会
で
は
、
検

討
内
容
を
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
１１
月
１２
日（
月
）

に
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

し
た
。
今
後
、
会
議
結
果
な
ど
の
情

報
を
随
時
更
新
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

問合せ�

企
画
課
　
企
画
調
整
班�

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
８
１
）
１
１
１
２�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
１
）
１
４
４
３�

　
メ
ー
ル
　kikaku@

tow
n.nakai.�

　
　
　
　
　kanagaw

a.jp

ホームページアドレス　http://www.city.odawara.kanagawa.jp/gappei/�
�　　　　　　　　　※中井町のホームページからもリンクできます。�

湘
南
西
圏
域
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関
す
る
意
見
�

今
後
の
合
併
検
討
に
�

関
す
る
意
見
�

県
西
地
域
合
併
検
討
会
�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
�



広報なかい12月号　4

申込み・問合せ先　防災環境課　環境班　　８１－１１１５�

注意事項�

交換できる物の例�

○電気スタンド・電子レンジなどの家電製品�

○タンス・イス・テーブルなどの家具類�

○スポーツ用品・衣類・食器類など�

交換できない物の例�

○自動車・オートバイなどの登録が必要な物�

○洗濯機・テレビ・パソコンなどの処理費用�
　が義務付けられている物�

○動物・金券・医療器具など�

　不用になった物がごみとして捨てられる前に、無償で再利用（Reuse）し
ていただくための情報交換の場として、12月より役場１階正面玄関付近に『リ
サイクル品情報掲示板』を設置します。��
　不用品の情報を提供していただける方、不用品の情報を希望される方から
のご連絡をお待ちしています。お気軽にご利用ください。 �

◎交渉等は必ず本人同士で行っていただきます。（交渉相手の連絡先は、リサイクル品情報掲示板には表示し
　ませんので、防災環境課窓口へお問い合わせください。）�
◎町はリサイクル品の情報を提供するのみです。物品の受け渡し等については、当事者間の責任において行っ
　ていただきます。なお、この掲示板で取り扱う物品については、無償で受け渡しできる物に限ります。�
◎リサイクル品（受け渡し後も含む）に関する故障、苦情等の問題が発生した場合は、当事者間で協議の上、
　解決していただきます。町では一切関与しません。�
◎『リサイクル品情報掲示板』の手続きの流れなど、詳細については、下記へお問い合わせください。�
　また、町ホームページ（http://www.town.nakai.kanagawa.jp）でもご覧いただけます。�
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�◆
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
か
ら
�

　
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
�

��
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
が
平
成
２３

年
（
２
０
１
１
年
）
７
月
２４
日
ま
で
に
終
了

し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全
移

行
し
ま
す
。
�

�
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
は
、
そ
の
ま
ま

で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
�

�
�

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
っ
て
�

　
何
？
�

��
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、
従
来
の

ア
ナ
ロ
グ
方
式
と
比
べ
て
、
よ
り
高
品
質
な

（
ゴ
ー
ス
ト
や
雑
音
の
な
い
）映
像
と
音
声
を

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
放
送
で
す
。�

�
�

◆
な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
な
の
か
�

��
現
代
の
生
活
の
な
か
で
最
も
身
近
な
「
テ

レ
ビ
」
も
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
に
な
い
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し

ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
高
画
質
・
高
音

質
番
組
に
加
え
て
、
双
方
向
サ
ー
ビ
ス
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
や
さ
し
い
サ
ー

ビ
ス
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
地
域
情
報
な
ど
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
、

移
動
体
向
け
の
ワ
ン
セ
グ
サ
ー
ビ
ス
も
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。
�

�
�

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
�

　
視
聴
す
る
に
は
�

�【
個
別
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
す
る
場
合
】
�

　
U
H
F
ア
ン
テ
ナ
と
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
も
し
く
は
今
の
（
ア

ナ
ロ
グ
）
テ
レ
ビ
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録

画
機
器
を
接
続
す
る
こ
と
で
受
信
で
き
ま
す
。�

※
共
同
受
信
施
設
で
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
視
聴

　
し
て
い
る
場
合
は
、
施
設
の
所
有
者
ま
た

　
は
管
理
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

�【
ア
ン
テ
ナ
に
つ
い
て
】
�

　
U
H
F
ア
ン
テ
ナ
が
つ
い
て
い
な
い
場
合

は
、
U
H
F
ア
ン
テ
ナ
を
新
た
に
設
置
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
U
H
F
ア

ン
テ
ナ
を
使
用
し
て
い
て
も
、
ア
ン
テ
ナ
の

増
設
な
ど
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
家
電
販
売
店
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

�
�

◆
視
聴
可
能
エ
リ
ア
の
目
安
�

�　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
視
聴
可
能

エ
リ
ア
の
目
安
に
つ
い
て
は
、（
社
）デ
ジ
タ

ル
放
送
推
進
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:�

//w
w
w
.dpa.or.jp/

）
で
、
郵
便
番
号
や
住

所
か
ら
確
認
が
で
き
ま
す
。
�

　
ま
た
、
9
月
１３
日
に
総
務
省
が
公
表
し
た

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
市
町
村
別
カ

バ
ー
世
帯
数
の
目
安
に
よ
る
と
、
中
井
町
で

は
２
０
０
８
年
末
に
は
約
７５
％
、
２
０
１
０

年
末
に
は
約
８５
％
の
世
帯
が
カ
バ
ー
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
�

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
が
視
聴
可
能
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
あ

っ
て
も
、
地
形
や
建
物
な
ど
に
よ
っ
て
電
波

が
さ
え
ぎ
ら
れ
る
場
合
や
電
波
状
況
な
ど
に

よ
り
、
受
信
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
�

�
�

◆
悪
質
商
法
に
注
意
�

�　
総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
の
職
員
を
か
た
り
、

テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
や
ア
ン

テ
ナ
交
換
な
ど
を
口
実
に
し
た
詐
欺
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
身
に
覚
え
の
な
い
工
事
や
代

金
請
求
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

　
ま
た
万
が
一
、
こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け

た
時
は
、
す
ぐ
に
は
支
払
わ
ず
、
お
近
く
の

警
察
署
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
総

合
通
信
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

問合せ�

■
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ�

　
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
０
５
７
０（
０
７
）０
１
０
１�

　
　
　
平
日
９
〜
２１
時�

�

　
　
土
・
日
・
祝
日
９
〜
１８
時�

�

■
企
画
課
　
企
画
調
整
班�

　
　
　
（
８
１
）
１
１
１
２�

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
完
全
移
行
ま
で
�

�
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
テ

レ
ビ
で
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
し
て
い
る
も
の
に
は
こ

の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
。�

地
上
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ク
�

あ
と
�

日
�

ＵＨＦアンテナ�

放送局の送信所�

地上デジタル�
テレビ放送�
対応テレビ�

地上デジタル�
テレビ放送�
対応テレビ�

地上デジタルテレビ�
放送用チューナー�

ＵＨＦアンテナ�

放送局の送信所�
Ｄ端子、ビデオ端子等�

現行テレビ�現行テレビ�
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保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市
町
村
に
対
す

る
基
本
計
画
策
定
の
努
力
義
務
な
ど
を
定
め

た
、
配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
一
部
改
正
法
が
、

平
成
１９
年
通
常
国
会
で
成
立
し
、
７
月
１１
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
�
�

　
主
な
改
正
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
�

�●
生
命
・
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を
受
け

　
た
被
害
者
も
保
護
命
令
の
申
立
て
が

　
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
�

�●
被
害
者
に
対
す
る
電
話
・
電
子
メ
ー

　
ル
等
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
�

�
①
面
会
の
要
求
�

�
②
行
動
の
監
視
に
関
す
る
事
項
を
告
げ
る

　
こ
と
等
�

�
③
著
し
く
粗
野
ま
た
は
乱
暴
な
言
動
�

�
④
無
言
電
話
、
連
続
し
て
電
話
・
フ
ァ
ク

　
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
（
緊
急
や
む
を

　
得
な
い
場
合
を
除
く
。
）
�

�
⑤
夜
間
（
午
後
１０
時
〜
午
前
６
時
）
の
電

　
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
（
緊

　
急
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
く
。）�
�

�

⑥
汚
物
・
動
物
の
死
体
等
の
著
し
く
不
快

　
ま
た
は
悪
寒
の
情
を
催
さ
せ
る
物
の
送

　
付
等
�

�
⑦
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
る
こ
と
等
�

�
⑧
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
る

　
こ
と
等
ま
た
は
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る

　
文
書
・
図
画
の
送
付
等
�

�●
被
害
者
の
親
族
等
も
接
近
禁
止
命
令

　
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
�

�
　
配
偶
者
が
被
害
者
の
親
族
等
の
住
宅
に

押
し
掛
け
て
、
著
し
く
粗
野
ま
た
は
乱
暴

な
言
動
を
行
う
こ
と
で
、
被
害
者
が
配
偶

者
と
面
会
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
は
被

害
者
へ
の
接
近
禁
止
命
令
と
併
せ
て
、
被

害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近
禁
止
命
令
を
発

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
�

�■
内
閣
府
で
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害

　
者
支
援
情
報
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。�

h
ttp

://w
w
w
.g
en

d
er.g

o.jp
/e-v

aw
/�

in
d
ex

.h
tm

l

　
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
、
地
震
、
風
水
害
と
い

っ
た
災
害
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
活
動
を

行
う
た
め
の
技
術
の
習
得
や
、
地
域
の
防
災

意
識
の
高
揚
の
た
め
、
多
く
の
自
主
防
災
会

か
ら
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
１１
月
２
日
（
金
）
に
は
、
神
奈
川
県
総
合

防
災
セ
ン
タ
ー
で
第
４
回
目
の
研
修
会
を
実

施
し
、
消
防
学
校
の
教
官
か
ら
、
よ
り
専
門

的
な
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
実
技
訓
練
で
は
、

ジ
ャ
ッ
キ
等
を
使
い
倒
壊
家
屋
か
ら
被
災
者

を
救
出
す
る
と
い
う
訓
練
を
実
施
し
、
救
出

中
に
余
震
が
発
生
す
る
と
い
っ
た
、
よ
り
実

践
的
な
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。
�
�

　
町
で
は
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域
の
防
災
力
強

化
の
た
め
、
各
自
主
防
災
会
に
防
災
リ
ー
ダ

ー
経
験
者
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
�

問合せ�

企
画
課
　
企
画
調
整
班�

　
　
（
８
１
）
１
１
１
２�

平
成
２０
年
１
月
１１
日
施
行
�

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
変
わ
り
ま
す
！
�

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
�

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
実
施
�

▲倒壊家屋からの救出訓練�

問合せ�

防
災
環
境
課
　
防
災
交
通
班�

　
　
　
（
８
１
）
１
１
１
５�

▲毛布を使った搬送訓練�
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教
育
委
員
会
�

　
中
井
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
、
１０
月
１０
日

〜
１１
日
に
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
た
第
３６
回
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。
�

　
中
井
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
昭
和
３８
年
に

結
成
さ
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
ペ
タ
ン
ク
大
会

な
ど
健
康
づ
く
り
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
地
域
の
美
化
や
緑
化
に
力
を
注
ぐ

な
ど
、
地
域
に
根
づ
い
た
日
々
の
活
動
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
全
国
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
中
井
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
は
、
現
在
７

つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
約
３
０
０
名
の
方
が
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
生
き
生
き
と
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
�

﹇
長
寿
友
の
会
友
愛
チ
ー
ム
﹈
�

Ｖ�Vｏl.20

ボランティア活動や町事�
業への協力など、地域で�
活躍している団体を紹介�
します。�

野
地
　
勝
治
（
遠
藤
）�

　
神
奈
川
県
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
、
全
国
に

先
駆
け
て
友
愛
活
動
を
実
施
し
て
か
ら
３５

年
の
歳
月
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
私
た

ち
は
社
会
の
一
員
と
し
て
生
ま
れ
、
家
族

や
仲
間
と
共
に
喜
怒
哀
楽
を
分
か
ち
合
い

な
が
ら
学
び
、
働
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
や
が
て
定
年
を
迎

え
、
や
れ
や
れ
と
一
息
つ
く
頃
に
は
、
体

力
が
落
ち
て
い
る
の
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。�

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
地
域
に
お
い
て
、
会
員

各
人
が
ま
ず
自
身
の
健
康
管
理
を
第
一
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
「
健
康
づ
く

り
」「
仲
間
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」
を

自
主
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
友
愛
チ
ー
ム
は
、
寝
た
き
り
や
虚
弱
な

高
齢
者
、
家
族
と
暮
ら
し
て
い
て
も
昼
間

は
一
人
と
な
る
虚
弱
な
高
齢
者
等
を
定
期

的
に
訪
問
し
、
情
報
の
提
供
や
生
活
の
相

談
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
お
互
い

高
齢
者
同
士
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
、

心
の
や
す
ら
ぎ
と
生
き
る
喜
び
を
持
っ
て

も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
町
内
に
は
、
長
寿
友
の
会
友
愛
チ
ー
ム

の
ほ
か
、「
晴
朗
友
愛
チ
ー
ム
」「
井
ノ
口

上
友
愛
チ
ー
ム
」「
井
ノ
口
中
友
愛
チ
ー
ム
」

「
井
ノ
口
下
友
愛
チ
ー
ム
」「
明
老
会
友
愛

チ
ー
ム
」「
松
本
シ
ニ
ア
友
愛
チ
ー
ム
」
の

６
チ
ー
ム
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

花などを手土産に訪問しています�

ゲートボール大会の様子�

中
井
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
全
国
表
彰
�

　
９
月
３０
日
付
で
任
期
満
了
に
よ
り
委

員
長
の
小
清
水
信
行
さ
ん
が
退
任
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
１０
月
１
日
付
で
委
員

長
に
曽
我
敏
雄
さ
ん
（
大
久
保
）
が
、

ま
た
、
委
員
に
は
新
た
に
重
田
明
夫
さ

ん
（
遠
藤
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
�

委
員
長
に
曽
我
敏
雄
さ
ん
�

委
　
員
に
重
田
明
夫
さ
ん
�

　
９
月
３０
日
付
で
大
胡
田
育
男
さ
ん
が

監
査
委
員
を
退
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
重
田
啓
治
さ
ん
（
遠
藤
）
が
１０

月
１
日
付
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
�

監
査
委
員
に
�

　
　
　
重
田
啓
治
さ
ん
�
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１１
月
３
日（
土
）農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
、「
中
井
町
読
書
の
日
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
集
い
で
は
、
読
書
活
動

推
進
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
小
・
中
学
校
で
日

頃
取
り
組
ま
れ
て
い
る
読
書
活
動
と
し
て
、

中
村
小
学
校
の
朝
読
書
と
中
井
中
学
校
図

書
委
員
会
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
心
を
豊
か
に

し
、
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
た
め
、
ま
た
、

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
町
民
が
豊
か
な

人
生
を
送
る
た
め
、
平
成
１５
年
よ
り
１１
月

３
日
を
「
中
井
町
読
書
の
日
」
と
定
め
、

読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
�

　
ご
家
庭
で
た
ま
に
は
テ
レ
ビ
を
消
し
、

家
族
み
ん
な
で
読
書
を
楽
し
む
時
間
を
作

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
�

〜
１１
月
４
日
（
日
）
開
催
〜�

�

会
場
‥
中
井
中
央
公
園
野
球
場�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
広
場�

参
加
‥�
１５
自
治
会�

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク�

　
　
優
勝
　
遠
藤�

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク�

　
　
優
勝
　
砂
口�

▼
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク�

　
　
優
勝
　
遠
藤
原�

　
１１
月
１２
日
（
月
）
〜
１４
日
（
水
）
に
、

中
井
中
央
公
園
周
辺
の
畑
で
収
穫
体
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
１０
日
（
土
）
の
開
催
が

雨
天
延
期
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

3
日
間
で
申
込
者
数
の
半
数
以
上
と
な
る

約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
�

　
横
浜
、
川
崎
な
ど
県
内
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
参
加
者
は
、
中
井
の
里
山
風
景
を
眺

め
な
が
ら
、
大
根
・
小
松
菜
・
里
芋
・
人

参
・
み
か
ん
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
キ
ウ
イ
の

収
穫
体
験
を
行
い
、
秋
の
中
井
町
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。
�

　
１０
月
２８
日
（
日
）
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
移
動
科
学
教
室
が
開
催
さ
れ
、
約

７０
名
の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
�

　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
科
学
部
職
員
が

講
師
に
な
り
、
液
体
窒
素
を
使
っ
て
マ
イ

ナ
ス
１
９
６
度
の
世
界
を
作
り
、
花
や
ゴ

ム
ボ
ー
ル
な
ど
を
凍
ら
せ
て
粉
々
に
し
た

り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
燃
焼
と
爆
発
を
利
用

し
た
ロ
ケ
ッ
ト
や
鉄
砲
で
大
き
な
爆
発
音

を
出
し
た
り
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人

も
楽
し
め
る
実
験
を
披
露
し
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
実
験
の
後
に
は
、
C
D
・
風
船
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
使
っ
て
、

参
加
者
全
員
で
C
D
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
づ
く

り
に
挑
戦
し
、
子
ど
も
た
ち
は
科
学
の
お
も

し
ろ
さ
を
実
感
し
た
様
子
で
し
た
。
近
い
将

来
、
中
井
っ
子
か
ら
「
で
ん
じ
ろ
う
先
生
２

世
」
が
誕
生
す
る
か
も
!?
�
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１１
月
２
日
（
金
）
〜
４
日
（
日
）、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
郷
土
資
料
館
を
会

場
に
、
町
内
の
文
化
サ
ー
ク
ル
３２
団
体
が

参
加
し
、
町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
各
種
作
品
展
や

芸
能
発
表
が
行
わ
れ
、
４１
演
目
が
披
露
さ

れ
た
芸
能
発
表
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
参

加
が
年
々
増
え
、
子
ど
も
た
ち
の
一
生
懸

命
な
姿
に
会
場
中
か
ら
拍
手
が
起
こ
り
、

会
場
を
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
�

　
ま
た
、
郷
土
資
料
館
で
は
、「
道
祖
神
」

の
特
別
展
が
開
か
れ
、
道
祖
神
と
ど
ん
ど

焼
き
の
団
子
の
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。�

　
１１
月
４
日（
日
）、
第
7
回
中
井
町
短
歌
・

俳
句
大
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
も
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
短
歌
の
部
に
は

２
１
６
首
、
俳
句
の
部
に
は
３
３
５
句
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
�

　
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

（
敬
称
略
）
�

■
短
歌
の
部
�

【
第
一
部
（
小
学
生
・
中
学
生
の
部
）】
�

▽
中
井
町
長
賞
　
曽
我
謙
真
（
中
村
小
２
年
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　�

▽
議
会
議
長
賞
　
小
島
拓
也
（
中
村
小
）
　

▽
教
育
委
員
長
賞
　
津
坂
萌
悦
子
（
中
井
中
）

▽
教
育
長
賞
　
簑
島
 
渉
（
井
ノ
口
小
）
�
�

【
第
二
部
（
高
校
生
・
一
般
の
部
）】
�

▽
中
井
町
長
賞
　
早
野
 
博
�
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　�

▽
議
会
議
長
賞
　
石
黒
雅
風
　
�

▽
教
育
委
員
長
賞
　
広
沢
美
登
里
　
�

▽
教
育
長
賞
　
広
沢
 
拓
�
�

�■
俳
句
の
部
�

【
第
一
部
（
小
学
生
・
中
学
生
の
部
）】
�

▽
中
井
町
長
賞
　
二
宮
日
向
子
（
中
井
中
３
年
）�

　
　
　
�

▽
議
会
議
長
賞
　
荒
井
麻
奈
未
（
井
ノ
口
小
）

▽
教
育
委
員
長
賞
　
　
橋
瑠
里
（
同
）
�

▽
教
育
長
賞
　
　
橋
竜
一
（
中
井
中
）
�

【
第
二
部
（
高
校
生
・
一
般
の
部
）】
�

▽
中
井
町
長
賞
　
　
池
田
ミ
ツ
子
�

　
　
　
　
�

▽
議
会
議
長
賞
　
早
野
マ
ツ
　
�

▽
教
育
委
員
長
賞
　
眞
壁
俊
江
�

▽
教
育
長
賞
　
吉
岡
承
子
�

第
7
回
�
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題名「山村風景」�

墨絵教室同好会�

飯 田 みよ子（遠藤）�

改善センター図書室� ８１－３９０７� 井ノ口公民館図書室� ８１－３３１１�

成人書�
◇植物と話ができる！�
�
◇こんな夫婦に誰がした�
�
◇佐藤さん�

児童書�
◆れいぞうこのなつやすみ�

�
◇いのちのたべかた�
◇うえにまいります�

�
�

（小原田泰久）�
�

（綾小路きみまろ）�
（片川優子）�

 �
 �

（村上しいこ）�
（森　達也）�

�
（長谷川義史）�

�
（永井するみ）�

�
（萩原　浩）�

�
（海堂　尊）�

 �
�

（デヴィッド・スズキ）�
�

（島田和子）�
（ちば ちかこ）�

成人書�
◇グラデーション�
◇さよなら、そしてこんにちは�

�
◇夢見る黄金地球儀�
�

児童書�
◆きみは地球だ�
�
◇不自由な手でだきしめて�

�
◇ぞうのせなか�
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～みなさんで、お祝いしませんか？～�

　平成２０年は、中井が誕生してから１００年。�
　この記念すべき節目を町民の皆さんと祝うため、町民等で組織する団体が自ら行おうと�
する提案・地域事業（※）を広く募集します。�

※提案事業…町民活動グループや団体、企業などが、自主的に企画し実施する事業�
※地域事業…地域のコミュニティを中心として、自主的に企画し実施する事業�

中井誕生100周年記念「提案・地域事業」を募集します�

町内在住、または在勤の者で組織する団体�

�

中井誕生100周年を記念する事業�

※ただし、以下の事業は除外します。�

・宗教、政治、営利を目的とする事業�

・特定の個人・団体を対象とする事業�

・企業本来の業務遂行、企業の評判を良くすることだけを目的とする事業�

�

平成20年2月29日（金）までに「中井誕生100周年記念　提案・地域事業要望

計画書」（企画課で配布。ホームページからダウンロード可）に必要事項を

記入し、企画課へ郵送、電子メール、または直接持参してください。�

�

提案された事業の採否については、「中井誕生100周年記念事業実行委員会」

で審査・決定し、その結果は応募者全員に通知（4月頃）します。�

なお、提案内容について、個別に聞き取りさせていただく場合があります。�

�

記念事業として採用された提案・地域事業に対し、原則として事業費の2

分の1（上限20万円）を補助いたします。�

※採用後、別途手続きが必要となります。�

応募資格�

�

�

�

対象事業�

�

�

�

�

応募方法�

�

�

�

事業選考�

�

�

�

事業支援�

【応募・問合せ先】�　中井町役場企画課�
　〒259－0197　中井町比奈窪56�
　TEL. 81－1112　FAX. 81－1443�
　E-mail　kikaku@town.nakai.kanagawa.jp
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　中井誕生100周年を記念してパネル展の開催を予定

しており、パネル展に使用する写真を、下記のとおり

募集します。�

　作成した写真パネルは、町が歩んできた１００年を皆

さんの記憶にとどめていただくとともに、次代への記

録として整理、保存、展示していきたいと考えています。�

　ご家庭の古いアルバムや引き出しなどに、以下のよ

うな写真が眠っていましたら、ぜひご提供願います。

皆さんのご協力をお待ちしています。���

�

【募集写真】�
・懐かしい町内の風景や街並み、祭り、年中行事など

　の写真�

・改修前の道路や河川、橋や学校などの建物や構築物

　の写真�

・昔の生活の様子（農作業や産業活動を含む）や、災

　害などの記録写真�

・暮らしの中で使用していた古い物品類の写真（電化

　製品、車、衣類、農機具など）�

・その他、町に関する昔の写真�

�

【応募方法】�
・写真と下記の提出票（自作可）を持参・郵送のいず

　れかによりご提供ください。�

・提出票は、写真１枚ごとに裏面にセロハンテープで

　添付してください。提出票が足りない場合は、コピ

　ーして利用いただくか、企画課の窓口もしくは町ホ

　ームページ（http://town.nakai.kanagawa.jp）で

　取得できます。�

【注意事項】�

・すべて町内で撮影されたものに限ります。�

・写真は無償でお借りします。�

・写真は、責任をもって管理し、必ず返却します。�

・写真内容の確認のため、後日、担当者から連絡する

　場合があります。�

・借りた写真はすべてデータで保管し、その中から使

　用する写真を選びます。�

・写真パネル展以外にもさまざまな機会に使用させて

　いただきます。その際、提供者の氏名及びお住まい

　の市町村名（町内の方は自治会名）を表示する場合

　があります。�
��

【受付期限】�
　平成20年 1月 31日（木）【当日消印有効】�
��

【応募・問合せ先】�
　中井町役場企画課�

　〒259－0197　中井町比奈窪56�

　　0465－81－1112

※町内にお住まいの方のみ�

撮影年代� 年　　　　月ごろ�

撮影場所�

内容�

住　所�

氏　名� 電　話� －�

自治会�

懐かしい中井の写真 提出票�

※撮影年代が特定しにくい場合は「S25～ 30年ごろ」などで可。�
※写真１枚ごとに作成してください。�

※町内にお住まいの方のみ�

撮影年代� 年　　　　月ごろ�

撮影場所�

内容�

住　所�

氏　名� 電　話� －�

自治会�

懐かしい中井の写真 提出票�

※撮影年代が特定しにくい場合は「S25～ 30年ごろ」などで可。�
※写真１枚ごとに作成してください。�

写真
募集
①�

写真
募集
①�

写真
募集
①�
懐かしい中井の写真を募集�



　中井誕生１００周年記念事業の一環として、自然に恵

まれ、伝統行事、文化・歴史が色濃く残る本町の魅力

を広く発信することを目的に写真コンクールを実施し

ます。応募いただいた作品の中から、中井誕生１００周

年記念切手・絵はがきのデザイン画として、また、町

の刊行物やホームページへの掲載など、今後さまざま

な場面で中井町の魅力として活用させていただきます。�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
【コンクール概要】�

テ ー マ�

　・自然のある風景・農村の風景（里山、川、田畑など）�

　・動植物のある風景（桜並木、季節の花々、蛍、希

　　少な野生動物の生活空間など）�

�・地域文化や営みのある風景（伝統的な祭り、地域

　　特産品の生産風景など）�

�・町の花・鳥・木のある風景�

規　　格　カラー写真・白黒写真とも４ツ切りまたは

　　　　　４ツ切りワイド（銀塩プリントに限る。）�

�　　　　※デジタルカメラ可（合成などの加工、組

　　　　　　写真、ホームプリントは不可）�

応募資格　特に制限はありません。�

応募方法　持参または郵送�

応募締切　平成20年6月30日（月）【当日消印有効】�

応募宛先　〒259-0197　中井町比奈窪56�

　　　　　中井町役場企画課「写真コンクール係」�

　　　　　　0465－81－1112（問合せはこちらまで）�

審　　査　主催者側で委嘱する審査員で審査します。�

発　　表　平成20年9月上旬頃�

�　　　　入賞者には直接本人宛に連絡のほか、ホー

　　　　　ムページ等を通じて発表いたします。�

作品展示　詳細は追ってご連絡いたします。�

表 彰 式　詳細は追ってご連絡いたします。�

主　　催　中井町�

後　　援　中井誕生100周年記念事業実行委員会�

【注意事項】�

①応募点数は、一人４点までとします。応募票（自作

　可）に必要事項を記入して、作品の裏面にセロハン

　テープで貼り付けてください。応募票が足りない場

　合は、コピーして利用いただくか企画課の窓口もし

　くは町ホームページで取得できます。�

②応募作品は、平成17年1月以降に撮影したものに限

　ります。�

③人物を撮影した場合は、その方の了承を得てくださ

　い。被写体の方の意思確認が困難な場合等には、ご

　家族、または保護者の方の承諾を得てください。�

④自作のものに限ります。ただし、他のコンテストで

　入賞された作品は除きます。�

⑤応募作品の版権は、主催者側に属します。作品を使

　用する際、撮影者の氏名及びお住まいの市町村名を

　表示する場合があります。�

⑥入賞された方は、ネガ・ポジまたはメディアでの提

　出をしていただきます。�

⑦入選以上は原則として一人一賞といたします。�

⑧応募作品は返却いたしません。�

年齢�

平成　　　年　　　月　　　日�

撮影場所�
及び説明�

応募枚数�

タイトル�

氏　　名�

住　　所�

電話番号�

撮影月日�

枚のうち　　　　　枚目�

中井の風景写真コンクール応募票�

【賞】�

特　選　１点　賞状・賞金　30,000円�

準特選　２点　賞状・賞金　20,000円�

入　選　３点　賞状・賞金　10,000円�

佳　作　10点以内　記念品�

写真
募集
②�

写真
募集
②�
中井の風景写真コンクール�
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No.511 平成１９年１２月１日発行�

平成１９年１１月１日現在�

世帯数�

人　口�

男�

女�

３，３０３世帯�

１０，０５３人　�

５，１０９人　�

４，９４４人　�

（前月比）�

（�

（�

（�

（�

＋�

＋�

＋�

－�

）�

）�

）�

）�

８�

８�

９�

１�

　中井誕生１００周年記念事業実行委員会では、
平成20年4月1日に中井誕生100周年を迎えるにあ
たり、中井町にふさわしいキャッチフレーズと
シンボルマークを募集しました。�
　町内外より多数のご応募をいただき、キャッ
チフレーズは、65点の応募作品の中から、相原
多美子さん（中井町藤沢）の作品『百年の絆で
つくるなかいいまち』に決定しました。また、
シンボルマークは、97点の応募作品の中から、
駒井瞭さん（東大阪市）の作品に決定しました。�
　なお、町では中井誕生100周年を祝うため、町
民の皆さんにも積極的にシンボルマークを活用
していただきたいと考えています。希望される
方（個人・団体・企業等）は下記までお問い合
わせください。�
��
【問合せ先】�
　企画課　企画調整班　　81－1112�
　E-mail：kikaku@town.nakai.kanagawa.jp�

��
※多数のご応募ありがとうございました。なお、応募い
　ただいた方への参加賞の発送は、今後順次行います。�

納期限は１２月２５日（火）です�

☆お支払いは便利な口座振替をご利用ください�
※下水道事業受益者負担金は、口座振替を利用できませんので、ご注意ください。�

固 定 資 産 税 �
国民健康保険税�
上下水道使用料�
介 護 保 険 料 �
下水道事業受益者負担金�

第３期分�
第５期分�
１０・１１月分�
第６期分�
第３期分�

“100年を聖火に、町の花ききょうと「な」=右手・ききょう・
左手・左足、「か」=顔・左手、「い」=両足、の文字を組み合
わせ、中井誕生100周年の明るく元気な姿を、誰にでもよく
わかるようにキャラクター的にデザイン”されています。�

百年の絆でつくるなかいいまち�
ももとせ� きずな�


